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１．2015 年度 理工学術院総合研究所 報告書概要 

 理工学術院総合研究所（以下、総合研究所と略）は、社会との連携を図りつつ、学際研究を含む理工

学の基礎およびその応用に関する研究を有機的かつ効率的に推進するため、材料技術研究所、および理

工学研究所の 2 つのクラスター研究所を置いている。その他、①研究重点教員に関わる事項、②若手研

究者育成事業（アーリーバードプログラム）③産業界との交流活動（先端研究交流室/WINeST 先端研究

者交流会）等、総合研究所が中心となって実施している研究支援活動もあり、本報告書では 2015 年度に

実施したその活動の概要について報告する。 

 

２．2015 年度事業報告 

２．１ 研究力強化 

（１）研究所の体制検討 

 理工学術院においては「理工学術院の国際化の推進」にあわせて重点領域研究を設置することが決定

した。また、大学本部（研究院）においても、研究力強化を目的とした研究支援体制が検討されている。

当研究所および当研究所が統括する 2 つのクラスター研究所においても、その機能、位置づけについて

本部および学術院の動きにあわせて明確化させ、研究力強化につながるような研究体制を構築する必要

があり、材研は箇所化をめざして調整を進め、文部科学省の共同利用・共同研究拠点認定に向けた準備

も開始した。理工研は材研箇所化に伴い、総研と理工研の統合を視野に入れた研究所体制の再構築を検

討し、理工学術院と連携しながら、研究管理・支援体制を検討・整備し、研究力の強化を図っていくこ

ととなった。また、研究院との連携についても継続的に検討を行っている。 

 

（２）流動研究員（研究重点教員）制度 

 流動研究員（研究重点教員）制度は、当研究所の戦略に即して、学部・研究科と総合研究所間の教員

の流動化を促し、研究の活性化を図るべく、理工学研究所および材料技術研究所で実施されている。 

理工研および材研を主たる研究活動の場として、研究活動を展開した 2015 年度の研究重点教員は表 1

の通りである。なお、戦略枠のうち旧専任研究員について、流動研究員制度が導入された際、所属学科

が定められたにもかかわらず、教員データベース（教員 DB）上、箇所内本属が理工総研のままになって

いたところ、2015 年 4 月 1 日付で変更を行い、全員の本属が学科となった。 

 

表１．2015 年度研究重点教員 

枠 研究所 氏名 学科 

戦略枠 

材研 

黒田 一幸 応用化学 

小林 正和 電気・情報生命 

増田 千利 機械科学・航空 

理工研 

天野 嘉春 機械科学・航空 

片岡 淳 応用物理 

鷹野 正利 応用物理 

鳥居 祥二 物理 

長谷部 信行 物理 
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古谷 誠章 建築 

山田 眞 建築 

寄田 浩平 物理 

鷲尾 方一 応用物理 

戦略枠外 

材研 

大木 義路 電気・情報生命 

逢坂 哲彌 応用化学 

勝藤 拓郎 物理 

川田 宏之 機械科学・航空 

川原田 洋 電子物理システム 

小山 泰正 電子物理システム 

酒井 潤一 機械科学・航空 

菅原 義之 応用化学 

竹延 大志 応用物理 

多辺 由佳 応用物理 

吉田 誠 総合機械 

理工研 

胡桃坂 仁志 電気・情報生命 

柴田 良弘 応用数理 

谷口 正信 応用数理 

中井 浩巳 化学・生命化学 

 

なお、研究重点教員のうち、材研・戦略枠外の竹延大志教授が退職に伴い 2016 年 2 月、材研・戦略枠

の増田千利教授、戦略枠外の逢坂哲彌教授、酒井潤一教授が定年退職に伴い 2016 年 3 月をもって解任と

なった。 

 

理工研の谷口正信教授（応数）は 2016 年 3 月で研究重点教員 1 期（5 年）目が終了となることから、

2 期目継続に向けて、外部評価委員を含む研究重点教員選考委員会による審査を実施し(表 2)、その結果、

2 期目が継続されることが決定した。 

  

表 2．研究重点教員 2 期審査 実施状況 

日程 実施状況 

2015 年 4 月 20～24 日 所長が指名する委員 5名による書面審査 

5 月 1 日 選考委員会 

5 月 21 日 理工研運営会議（審議） 

5 月 28 日 総研運営委員会（審議・承認） 

6 月 10 日 部科主任会（報告） 
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２．２ 若手研究者育成・支援（アーリーバードプログラム） 

（１）公募と採択 

 当該プログラムは、分野の異なる若手研究者同士が、出会い、また交流することで、新たな研究テー

マに挑戦することを目的とする若手研究者のための支援プログラムである。自分自身の研究活動を推進

するほか、異分野の研究を知ることであらたなテーマを見つけ、ボトムアップ型の新しい研究が生まれ

ることにも期待したものである。2015 年度の公募から、研究業績等を勘案して、A（博士後期課程 1・2

年）と B（博士後期課程 3 年～ポスドク）の 2 コースに分けて募集を行い、研究奨励金として A コース

は 40 万円、B コースは 80 万円をそれぞれ助成した。応募者は 41 名（A：18 名、B：23 名）であり、

総研執行部および、材研、理工研の副所長が審査基準に基づき厳正に審査した。その結果、表 3 の 17 名

（A：8 名、B：9 名）を採択した。 

 今年度のメンバーの中から 4 名の幹事（A:中野、吉江、B:斉藤、多和田）を選出し、幹事を中心にメ

ンバー自身による自主的な企画・運営により本事業は展開された。 
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表 3．2015 年度アーリーバードプログラム採択者と研究課題一覧 

ｺｰ

ｽ 
名前 資格/学年 課題名 

Ａ 

AMMAR SAFWAN 

BIN MUSTAFA 
博士後期課程 2 年 

医用超音波診の 2D画像を用いた肝臓領域の 3D 画像の再

構築 

金 太成 博士後期課程 2 年 革新的高強度 CNT 糸の創製と強度発現機構の解明 

★中野 匡彦 博士後期課程 2 年 
スピン－軌道相互作用を基軸とした高効率発光材料の理

論分子設計 

橋本 修一郎 
助手/ 

博士後期課程 1 年 

超省消費電力動作を目的としたシリサイド系トンネル電

界効果トランジスタの開発 

平井 遼介 博士後期課程 2 年 
大質量連星系内での超新星爆発によって熱された伴星が

引き起こす様々な現象 

町田 光史 博士後期課程 2 年 
海綿内共生微生物間のケミカルコミュニケーションに関

わる研究 

三浦 泰史 博士後期課程 1 年 
がん幹細胞に細胞死を誘導する新規分子標的治療薬の開

発 

★吉江 俊 
助手/ 

博士後期課程 1 年 

生活者の「住環境欲求」を指標とした居住地選択 

メカニズムに基づく首都圏住環境構造変化の記述 

Ｂ 

有村 泰宏 助手 ヒストン変異による発がん機構の解明 

石原 潤一 助手 
ラマン散乱分光計測を援用した多細胞性シアノバクテリ

アの分化決定ダイナミクスの解析 

金井 謙治 助手 
省電力で高品質なコンテンツ配信を実現するスマート・

ナビゲーションの開発 

喜久里 陽 助教 
高級炭化水素を改質する触媒システムのモデル化と内部

現象の解明 

★齋藤 平和 次席研究員 真空中における磁性流体自由表面現象の数学解析 

★多和田 雅師 助教 

理論的限界に迫る符号化によるビットレベル不揮発 メ

モリ書き込み削減手法とエンコーディング・デコーディ

ング回路の協調設計手法 

福嶋 勇太 助手 
人間の身体力学を規範とした能動的歩行支援装具の 

開発 

村田 美帆 次席研究員 
圧縮性流体と剛体の連成問題に対する数学的解析と 

医療技術への応用 

劉 志 次席研究員 無線センサネットワークによる災害監視に関する研究 

★幹事 
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（２）活動報告 

 前期の活動として、自己紹介を兼ねたメンバー間の研究紹介を実施した。異分野のメンバーにも理解

してもらえるように、発表を工夫した者、後期の活動の布石となるような自身の研究とは直接関係のな

い興味・関心事を交えて、プレゼンテーションを行った者もいた。異分野の研究内容・研究方法に触れ

る機会を得て、自身の研究への新たな学会とは違った切り口の質問を受け、新たな気づきを得たとの感

想があった。 

後期は、ひと月に一度、様々な分野から講師を招いた講演＋交流企画『複合領域ナイト』と銘打った

会を開催した。近年、研究費獲得セミナー、論文執筆セミナー等研究者の直接的なスキルの向上を目的

とした講演会が大学本部で主催されていることから、「複合領域ナイト」では、普段の研究活動では招聘

できないような社会科学系の研究者の講演や、異分野の人に研究を伝えるための「科学コミュニケーシ

ョン」に関わること、また自身のキャリアのビジョンを明確にできるような講演を企画・実施した。各

回、コーディネータとファシリテータを決め、各メンバーが何等かの企画に従事するよう、運営の工夫

も行った。（表 4）。 

 

表 4．2015 年度アーリーバード活動概要 

日程 活動内容 

2015 年 6 月 6 日 説明会、オリエンテーション 

6 月 23 日 第 1 回定例会 研究紹介①（アマル、有村、平井） 

7 月 1 日 第 2 回定例会 研究紹介②（石原、金井、金） 

7 月 7 日 第 3 回定例会 研究紹介③（橋本、喜久里、吉江） 

7 月 18 日 第 4 回定例会 研究紹介④（福嶋、三浦、町田） 

7 月 21 日 第 5 回定例会 研究紹介⑤（多和田、村田、劉） 

7 月 29 日 第 6 回定例会 研究紹介⑥（齋藤、中野） 

9 月 4 日 調査：東北大学 Falling Walls Lab 若手研究者ﾌﾟﾚｾﾞﾝ大会（多和田、橋本） 

土岐大介氏（東北大学特任教授、1 分話力=「絶対話力」著者） 

9 月 8 日 後期活動に向けた幹事ミーティング 

9 月 28 日 第 7 回定例会 後期活動に向けたミーティング 

10 月 7 日 第 8 回定例会 複合領域ナイト（アカデミ

ックキャリア） 

講演者：戸川 望（基幹・情報通信・教授） 

ファシリテーター：多和田、金井 
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11 月 2 日 第 9 回定例会 複合領域ナイト（海外キャリアパス） 

講演者：Sam CASTANEDA（カリフォルニア大学ﾊﾞｰｸﾚｰ校 VSPA ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ） 

ファシリテーター：有村、石原、平井、三浦 

  

11 月 23 日 第 10 回定例会 後期活動に向けたミーティング 

12 月 16 日 第 11 回定例会 複合領域ナイト 

標葉隆馬氏（成城大学文芸学部ﾏｽｺﾐｭﾆｹｰｼ   

ｮﾝ学科専任講師 『科学技術と社会』） 

ファシリテーター：吉江 

2016 年 1 月 22 日 

 

EB の遠足（日本科学未来館） 

新井真由美氏（日本科学未来館・教育・研

究機関連携担当）他 

「サイエンスコミュニケーションとは？」 

ファシリテーター：中野、福嶋 

1 月 25 日 第 12 回定例会 複合領域ナイト 

アーリーバード先輩の post アーリーバードライフ 

・1 期：石井 裕之先生、・3 期：石川 敦之先生 

ファシリテーター：金、村田 

   

3 月 11 日 成果報告会 
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成果報告会では、アーリーバード 1 年の取組についてメンバーを代表して幹事（多和田）が講演した

ほか、メンバー全員が 3 分間のショートプレゼンテーション、およびポスター発表を行った。なお成果

報告会の報告書、口頭発表、ポスター発表について、今年度メンバー選考に従事した総研および理工研

の執行部により、厳正な審査を行い、優秀者に対して、『研究奨励賞』を A・B それぞれ 1 名ずつに授与

した。栄えある第 1 回研究奨励賞は、三浦 泰史（生医・合田研）、多和田 雅師（情報・戸川研）の 2 名

が選ばれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．３ 産学連携活動 

（１）WINeST 先端研究者交流会 

 産学官連携交流活動として、2012 年 11 月に本交流会が発足し、2016 年 3 月現在、21 社の法人企業

（表 5）に参画いただいている。  

 

表 5．WINeST 法人会員一覧 

法人・団体名（全 21 社） 

凸版印刷株式会社           株式会社不二越       株式会社デンソー 

新菱冷熱工業株式会社         日本電気株式会社      株式会社大林組技術研究所 

東京ガス株式会社           横河電機株式会社      日本パーカライジング株式会社 

JX 日鉱日石エネルギー株式会社     ジヤトコ株式会社      株式会社いすゞ中央研究所  

三菱マテリアル株式会社        大成建設株式会社      新日鐡住金株式会社 

鹿島建設株式会社           株式会社小野測器      浜松ホトニクス株式会社 

東レ株式会社             沖電気工業株式会社     独立行政法人都市再生機構 

 

 2015 年度は、過年度の会員のニーズや参加状況を鑑みて、「理工パートナーズ」と連携した学生向け

のキャリアイベントのみの活動にとどまった。（表 6） 
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表 6．2015 年度 WINeST の主な活動 

日程 企画 概要 

2015 年 6 月 10日 キャリアイベント 

【タイトル】『早大理工学生のためのキャリア＆インター

ンシップセミナー』 

【出展企業】新日鉄住金、NEC 

2016 年 3 月 2-4

日 
キャリアイベント 

【タイトル】『早大理工学生のための合同企業説明会 2016』

【参加企業】NEC、三菱マテリアル、横河電機、不二越、

凸版印刷、東京ガス 

 

その他、WINeST 会員企業を対象とした研究会として、2013 年度に、「医療ロボット・ICT 研究部会

（研究部会代表者：人間科学部 可部明克教授）」が発足し、ロコモティブシンドローム対策ロボットの

実証実験、実用化について、2 か月に 1 度程度の頻度で会合を開催している。WINeST 法人会員のうち

NEC、UR 都市機構、理工研招聘研究員が参加し、2016 年度も継続することが決定している。 

 

（２）各種研究部会 

理工学術院各教員が代表となり実施している研究交流事業のうち、総合研究上にて展開されている研

究会は表 7 のとおりである。それぞれの研究テーマについて会合、講演会等が定期的に開催されており、

活発な活動が行われているとの報告を受けている。 

 

 

表 7. 総合研究所受入れの研究交流事業 

代表者 研究会名 参加企業等 

嘉納 成男（建築） 次世代建設産業モデル研究会 新菱冷熱等（約 20 社） 

大聖 泰弘（環ｴﾈ） モビリティ研究会 ダイハツ、日産等（約 60 社） 

古谷 誠章（建築） 森が学校研究会 岡村製作所等 

 

（３）JX 日鉱日石エネルギー株式会社との連携活動 

2010 年度から開始した JX エネルギー株式会社（以下 JX）との連携活動は、2015 年度で 6 年目を終

えた。2015 年度は、①共同研究テーマ創出のための FS 研究の実施、②若手研究者の研究奨励のための

若手奨励研究の実施を中心に活動を行った。 

FS 研究については従来の公募に代わり、マッチング活動を行った。具体的には、JX 側のニーズと、

早稲田研究者が持つシーズとのマッチングを行うために、各ニーズに対して、個別の研究者と打合せを

重ねた。また、2016 年 3 月 11 日には、共同研究テーマの創出を目的として、「2050 年の低炭素社会の

あり方、求められる技術を考える」をテーマに、JX と早稲田研究者とのフリーディスカッションを行っ

た。 

若手奨励研究については従来どおり公募を行い、応募があった中から採択者を決めた。毎年、研究報

告は書面による中間報告および年度末の成果発表を行ってきたが、若手研究者と JX との交流を通じて、

研究を発展させることを目的に、2015 年 11 月 20 日に JX 中央研究所において、中間の成果報告会およ
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び研究所見学会を実施した。優秀奨励賞には、小河脩平助教および比護拓馬氏（博士後期課程 1 年）が

選出された（写真）。 

 

若手奨励研究者および FS 研究および若手奨励研究の採択状況は以下のとおりであった。 

（FS 研究） 

 

（若手奨励研究） 

 

 

 

（写真 左から松方委員長、比護氏、小河氏、五十嵐副委員長） 

 

３．総合研究所体制 

 2015 年度の研究所体制は、以下の通りであった。 

 

所長 ：木野 邦器（理工研所長） 

副所長：小山 泰正（材研所長）、小林 哲則（人事・予決算担当）、 

中井 浩巳（研究管理・体制担当）、戸川 望（学術院長補佐） 

 

以上 

氏名 所属 役職

１ 中井　浩巳
ナカイ　ヒロミ 先進理工学部

化学・生命化学科
教授 計算科学の触媒設計への適用可能性検討

番
号

研究代表者
タイトル

氏名 所属 役職・学年

１ 宇田川
ウダガワ

　瑛
アキヒロ

弘
大学院先進理工学研究科
先進理工学専攻

一貫制博士課程4年
（推薦：朝日　透教授）

チミン誘導体結晶の光反応による再生可能な高分子の開発

２ 小河　脩平
オゴウ　シュウヘイ 先進理工学部

応用化学科
助教
（推薦：関根　泰教授）

金属担持ゼオライト触媒を用いたバイオマスセルロースのプロピレン・ブ
テンへの直接転換

３ 加藤
カトウ

　遼
リョウ 大学院先進理工学研究科

先進理工学専攻
一貫制博士課程4年
（推薦：西出　宏之教授）

親水性フルオレノンポリマーの合成と水素キャリアとしての新展開

４ 比護
ヒゴ

　拓馬
タクマ 大学院先進理工学研究科

応用化学専攻
博士後期課程1年
（推薦：関根　泰教授）

トルエン水蒸気改質触媒の特異的な高機能化とその要因解明

５ 山下　大樹
ヤマシタ　ダイキ 理工学術院総合研究所

理工学研究所
次席研究員
（推薦：大聖　泰弘教授）

電気自動車を活用したスマートコミュニティのエネルギー設備計画手法の
開発

６ 山本
ヤマモト

　姫
ヒメ

子
コ 大学院基幹理工学研究科

機械科学専攻
修士2年
（推薦：佐藤　哲也教授）

ステージング型低NOｘ燃焼器における燃料噴射条件に対する燃焼振動
特性に関する数値解析

７ 吉川
ヨシカワ

　昌
マサシ 大学院先進理工学研究科

応用化学専攻
博士後期課程1年
（推薦：黒田　一幸教授）

分離膜応用に向けた大環状シロキサンから成る緻密薄膜の作製

番
号

研究代表者
タイトル


